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〇通信制課程誕生、出自と、現在のニーズと実情のギャップが拡大

〇全日制高校生徒数300万人VS通信制高校生徒数20万人、実際には通学・対面
ニーズ、通信教育ニーズは相互に存在し、制度面のリフレームが必要

〇新たなニーズに後手に、ご都合主義で対応するとさらなる混乱が待ち受ける

〇現状の「通信制課程の制度改善」は、改悪の危険を内包するため見直す

〇質の担保をおびやかす一部の高校に対しては、一罰百戒ならぬ一罰一戒が望まし
い

〇新規学校設置認可後の事後規制を避け、事前規制の強化

〇そのため学校設置者の資質、資格、信条、高信頼性評価を制度化

〇通信制教育課程をクラス分けし、領域の多様化を図り、全日制高校が併用できるよ
う制度改革をする

申し上げたいこと
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構造的な社会的・文化的バイアス

今、なぜ通信制高校なのか
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今、なぜ通信制高校なのか
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高校の不登校生徒の推移

長期欠席 76,775名 うち不登校生徒数 50,100名

不登校生徒の割合 1.58％

１．現況
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高校中途退学等の推移
中退者数 42,882名 割合：1.3％

１．現況
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新たな課題が高校未卒業者の増加

都立定時制高校では、新卒の新入学した生徒の38.9％が中退している。

公立通信制高校においても在籍できる期間を過ぎて卒業できず去る生徒がいる。

資料の公開が待ち望まれる。

１．現況
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広域通信制高校の種類と特徴
１．現況
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高等学校通信制課程の学校数・生徒数については、こうした時代の変化・役割の変化に応じ
て近年大きく増加しており、令和２年５月１日現在では、学校数は 257校（全体の 4.6％）、
生徒数は 206,948 人（全体の 6.3％）となっている。

上位20校で広域通信制高校全生徒の約半数を占める、寡占化
傾向が激化する方向性、淘汰が進む

規模の集約化←今、通信制高校界で起きているこ
と

１．現況

広域通信制高校の学校数は、平成10年以降、急激に増
加。平成10年からの10年間で66校増加し、平成20年
からの10年間で32校増加している。
生徒数1万人以上の学校が6校、5千人以上の学校が8
校、1千人以上の学校が44校。
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特区通信制高校とは

特区 明蓬館高等学校のケース

• 高校の設置認可権はこれまで都道府県にありましたが、特区にお
いては、市町村が認可権者になれます。
明蓬館高等学校の場合、内閣府が「豊かな自然や文化」を活用した
「地産・地習・e環境教育特区」として福岡県田川郡川崎町を認定し
ました。

• 明蓬館高等学校は、この川崎町より「株式会社立学校」として認可
された広域通信制課程の単位制、普通科（男女共学）の高等学校
です。

１．現況



サテライト施設の教育水準の確保

• 分校：実施校専用の施設として設置する面接指導・試験等のための施設

• 協力校：実施校の行う面接指導・試験等に協力する他の高等学校

• 指定技能教育施設：所在する都道府県の教育委員会の指定を受けた技能教育の ための施設で、実施校の行う面接指
導・試験等に協力する施設

• 他の学校等の施設：実施校の面接指導・試験等を実施するために借用する、大 学、短期大学、専修学校等の他の学校等
の施設

• サポート施設：実施校に在籍する生徒に対して学習面や生活面での支援等を行うものとして実施校・設置者が提携を認
める施設

１．現況

現在最もホットな
課題とされている

215校（平成28年）

210か所（平成28年）

1234か所（平成28年）
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通信制高校が取り組んでいること

文科省「平成28年度学校基本調査」より

１．現況

生徒の実情、ニーズに
沿って自助経営努力を
してきた点は評価され

てよい



中教審「新しい時代の初等中等教育の在り方について」

中教審「新しい時代の高等学校教育の在り方ワーキンググループ」＝

「時代の変化・役割の変化に応じた定時制・通信制課程の在り方」

「『令和の日本型学校教育』の構築を目指して（答申）」（令和３年１月 26 日）、「新しい時代の高等学校
教育の在り方ワーキンググループ（審議まとめ）」（令和２ 年 11 月 13 日）において提言された。

主体的な学校運営改善の徹底
各設置者が、各学校の 存在意義等をスクール・ミッションとして再定義し、さらに、そのスクール・ミッ
ション を達成するための具体的指針として「育成を目指す資質・能力に関する方針」「教育課程の 編
成及び実施に関する方針」「入学者の受入れに関する方針」の３つのポリシー（スクール・ ポリシー）を
策定することにより、高等学校の入口から出口までを一貫した体系的なもの として再構築すること
が提言

教育課程や通信教育実施計画に関すること、 教師数や教師一人当たり生徒数に関する情報、在籍者
数・入学者数・卒業生の進路状況及 び中途退学者等に関する情報、施設及び設備その他の教育環境
に関する情報、学習相談や 教育相談等の体制に関する情報など、高等学校通信制課程の教育活動の
基本的な状況につ いて、各高等学校通信制課程に情報の公開を求めることが適当

２．「通信制高校の調査協力者会議」と中央教育審議会「新しい時代の初等中等教育の在り方について」答申要点抽出
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高等学校通信制課程の概要（通信教育の方法）

２．「通信制高校の調査協力者会議」と中央教育審議会「新しい時代の初等中等教育の在り方について」答申要点抽出

教育機会、高校卒業証書取得の方法として定められたが、後述するように新学習指導
要領には合致していない！
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高等学校の学校数(公私別推移）

２．「通信制高校の調査協力者会議」と中央教育審議会「新しい時代の初等中等教育の在り方について」答申要点抽出

勤労社会人のための学校種として誕生した通信制課程なのに、少子化の中で、しかも勤労
社会人生徒減少の中、学校数、生徒数が増える現状にメスを入れるべき時期に！
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広域通信制高校のサテライト施設の類型

２．「通信制高校の調査協力者会議」と中央教育審議会「新しい時代の初等中等教育の在り方について」答申要点抽出

現在最もホットな
課題とされている

215校（平成28年）

210か所（平成28年）

1234か所（平成28年）
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通信制高校に関する制度の主な変遷

２．「通信制高校の調査協力者会議」と中央教育審議会「新しい時代の初等中等教育の在り方について」答申要点抽出

校地校舎の自己所有要件の撤廃、教育課程の弾力化、
特別免許教員の規制緩和など、看板メニューが一杯！
通信制高校を主とする革新的実証の好機だったはず！
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広域通信制高校質の確保・向上に向けた方策

２．「通信制高校の調査協力者会議」と中央教育審議会「新しい時代の初等中等教育の在り方について」答申要点抽出
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高等学校通信教育の質保証（通信教育規定等の一部改正、通知事項等）

２．「通信制高校の調査協力者会議」と中央教育審議会「新しい時代の初等中等教育の在り方について」答申要点抽出

修得主義ならぬ履修主義への回帰
につながらないか、注視が重要
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ICT の活用を通じた学びの充実
情報端末やデジタル教材等を活用し、生徒が自らの疑問について深く調べたり、 繰り返し学習を行ったり、自分に合っ
た進度で学習したりするなど、一人一人の能力や特 性に応じた学習を実現することが可能となったり、情報端末や電
子黒板等を活用し、生徒 同士がお互いの考え方を吟味しつつ意見交換や発表を行うなど、教え合い学び合う協働的
な学びを通じて、思考力、判断力、表現力等の育成を図ることが可能となったりするなど、 ICT の活用により「個別最
適な学び」と「協働的な学び」が実現する

〇EdTech と も呼ばれる様々な取組が急速に普及しつつある中で、例えば、一人一人
の学習履歴を分析 して指導改善に生かしていくなど、先端技術や教育データを活用する
ことで、これまで得られなかった学びの効果が生まれる

〇統合型校務支援システムを導入することで、業務負担を軽減できると ともに、情報の一元管理及び共有が可能とな
り、データ連携による業務時間の短縮、正確 な集計作業、全教職員での生徒情報の共有、各種資料の共有等の様々な
効果を得ることも 可能となる

≪（例）高等学校通信制課程における ICT を活用した指導等の実践事例≫ 

・ 添削指導の一環として、教科書や学習書等による自学自習を支援するため、解説動画の作成・配信を行ったり、
WEB会議システム等を利用して同時双方向型での個別の学習 相談を行ったりする事例

・ 添削指導と映像授業とを組み合わせ、映像授業として複数のチャプターを視聴した後 に確認テストを実施し、その
テストに合格したら次の映像授業を視聴できることとし、 その繰り返しの上で、ある一定の段階まで学習が進むとレ
ポート作成・提出をすること が可能となるよう学習デザインを設計し、単元や題材等のまとまりに応じて学習内容の定
着を図ることとする事例

・ 面接指導の場面において、自らの考えや意見を口頭で発表することに困り感のある生 徒であっても、情報端末にそ
れらを記入し、教師・生徒間で共有を図ることで、多様な 他者と考えや意見を交換することができるようになるととも
に、他者の意見を踏まえた 上での自身の学びの振り返りにつなげることができた事例

「通信制高校の調査協力者会議」資料より

３．「ICT の活用を通じた学びの充実」の発展形はどんなものであるべきか
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不適切な事例の分析と対応すべき課題
ウィッツ青山高校の衝撃！

・学習指導要領から逸脱した不適切な「教育活動」

・生徒の就学支援金詐欺

・教育不在の校務運営

平成 27 年 12 月 17 日、

「広域通信制高校の教 育運営改善緊急タスクフォース」を

設置し、広域の通信制課程を置く高等学校（以下「広 域通

信制高等学校」という。）の質の確保・向上方策や就学支

援金事務の適正化に向けた対 策と並行して、同校の問

題に係る対応について検討を行い、平成 28 年３月 30

日、「広域通 信制高校に関する集中改革プログラム」を

策定

「高等学校通信 教育の質の確保・向上のためのガイドラ

イン」が動き出した。

４．通信制高校で起きているとされる「不適切な事例の分析と対応すべき課題」の抽出と対応策

実態は、兜町の仕手株筋の企業がマ
ネーロンダリングのために特区通信
制高校を経営していた。
事前審査欠如が原因のすべて！ 22



高校教育課程の全日・通信のダブルスクール

面接指導（スクーリング）、
メディア授業とレポート添
削、テストの機会を提供す
ることで、単位取得が可能。

全日制高校が苦手とする、時
間・場所・教材・指導者など、学
習資源の調達を通信教育課程

を利用して容易にする

通信制高校全日制高校

全日制においても36単位通信課
程で取得可能

高等学校の全日制の課程及び定時制の課程にお
いて、不登校生徒を対象として、高等学校学習指
導要領に定める各教科・科目の添削指導の回数
及び面接指導の単位時間数の取扱い等（ラジオ
放送、テレビ放送その他の多様なメディアを利用
して行う学習を取り入れた場合の取扱いを含
む。）に準じた特別の教育課程を編成して教育を
実施する必要があると文部科学大臣が認める場
合においては、通信の方法を用いた教育により

単位認定を行うことを36単位を上限として認め
ることとすること。

・純粋に単位制の考え方を訴求できる
・単位取得要件のハードルは低いが、そ
の分を探求や学校外資源、地域資源な
どの連携により、主体的、対話的、深い
学びが実現できる

通
信
教
育
課
程

通
信
教
育
課
程
と
全
日
制
課
程
の
併

存

５．通信制、全日制の二元対立の昇華形としての「ハイブリッド・ハイスクール」について
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学校種の再編成（その先にある昇華形）

いつでも、どこにいても学
べるインフラ・プラット

フォーム

その場でこそ、その教員
とその生徒がいて共に学

べる

ヴァーチャル（通信制）課程

リアル（全日制）課程
ハイブリッド化され

た新しい学校種

通信制・単位制の特
徴を普遍化し、デジ
タル基盤の上に「対
面指導、実習、協働の
機会」を作り、リア
ル・ヴァーチャル自由
自在な「Ｎ対Ｎ」の学
習環境をつくる

情報系
福祉系

専門課程系
スポーツ系

５．通信制、全日制の二元対立の昇華形としての「ハイブリッド・ハイスクール」について
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スペシャルニーズを持つ多様な生徒にきめ
細かく対応するための指導体制の充実

教育相談 体制を確保するために必要な養護教諭、スクールカウンセラー、スクールソーシャルワー カー等や、個に応じた
指導を実現するために必要な教諭等の配置、ICT 支援員等の専門ス タッフの充実や関係機関との連携促進等をはじめ
とする取組が促進されるよう、国におい ては、ガイドラインの改訂等によりその趣旨を明確化することが必要

６．「スペシャルニーズを持つ多様な生徒にきめ細かく対応するための指導体制の充実」のために

教員・支援員・相談員・生徒

生

徒

支援

員

相談

員• 支援員は生徒が高校生活を安心
して過ごしていける様に直接的
にサポートをしていく役割を担っ
ています。相談員にバックアップ
をしてもらいながら、生徒の個別
のニーズに対応していきます。

• 生徒が円滑に学校生活を過ごし
ていくために支援員と相談員が
生徒に支援と伴走をしていきま
す。

教員
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福祉職と心理職と教職者による支援と伴走
６．「スペシャルニーズを持つ多様な生徒にきめ細かく対応するための指導体制の充実」のために
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多様な生徒にきめ細かく対応するための指導体制の充実

６．「スペシャルニーズを持つ多様な生徒にきめ細かく対応するための指導体制の充実」のために

心理職を時給5000円の不安定な職業で生涯設計が不安な社会的身分から開放し、
月給制のフルタイムワーカーとして、学校になくてはならない存在にする。
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単位取得要件の改正をしたい

メディア視聴

レポート課題

マイプロ（学習成果物）

各科目

面接指導（スクーリング）

テスト

※３年間で74単位分

※通信制高校の卒業要件は、３
年間在籍、７４単位以上習得、特
別活動30時間以上です。

６．「スペシャルニーズを持つ多様な生徒にきめ細かく対応するための指導体制の充実」のために

探求学習、修得主義、自らの問
いを立てる学習、主体的学びが
実現



マイプロ：インタレストに基づく探求を成績評価に加
味

６．「スペシャルニーズを持つ多様な生徒にきめ細かく対応するための指導体制の充実」のために

年間を通して、自らに問
いを立て、複数の教員の
示唆と共感を得ながら、
他の生徒とも協働し、自
己調整をしながら仕上げ、
他の生徒や学校外の人
前で発表する
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